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同志社大学卒業後、旅行会社、生保営業インストラクタを経て、NTTドコモに入社。
1996‐2010 NTTドコモ法人営業部公共担当としてさまざまな「まちづくりプロジェク
ト」に参画。2010‐ 日本アイ・ビーエム株式会社現在に至る。

ユーザー視点を大切にした継続するビジネスモデルを考える。
好きな言葉は「チャレンジ」「イノベーション」「発想の転換」。
視点を変えることで起こる、目からうろこが落ちるような体験や、わくわくすることが大好き！

杉 眞里子
日本アイ・ビー・エム株式会社 グローバル・テクノロジー・サービス事業開発　ビジネス開発部長



専門分野
工業製品のコンセプト企画・デザイン(自動車・家電・家具・家庭用品・雑貨・ 玩具他)

主な経歴
1969年東京生まれ。千葉大学工学部工業意匠学科卒業。トヨタ自動車(株)を経て、 2005 
年(有)znug design を設立。トヨタでの代表作はコンセプト開発リーダーを務めた愛・地球
博の『i-unit』。

官公庁主催事業講師
文部科学省「産学連携による実践型人材育成事業」, 経済産業省「社会参加型ニューグリー
ンプロダクツ創出調査事業」

大学招聘講師
慶応大学 SFC, 産業技術大学院大学, 千葉大学, 日本工業大学, 武蔵野美術大学, 
Romanian American University

企業セミナー
Autodesk, 住商情報システム株式会社, ソニー,ダイハツ工業, トヨタ自動車, 博報堂

活動実績等
自動車をはじめとする工業製品のコンセプト企画とデザインを手がけながら、ミラノサローネ
や100%デザインなどで作品を発表。2011年パリメゾン・エ・オブジェ経済産業省 『JAPAN 
DESIGN +』出展。グッドデザイン賞、ドイツ iF デザイン賞、他多数受賞。

根津 孝太
有限会社 znug design（ツナグ・デザイン）代表 
デザイナー , クリエイティブコミュニケーター



１９５０年石川県生まれ。１９６８年からモータースポーツ界で活躍。
主にラリーやダートトライアルを得意とし、過去５回にわたりアジア-パシフィックラリー選手
権の２輪駆動部門でシリーズチャンピオンを獲得。１９９５年と２００６年から１１年までの
６年連続でアメリカのパイクスピーク・インターナショナル・ヒルクライムで総合優勝を飾り、 

「モンスター田嶋」の通称でも知られる。
一方、自ら起業し代表取締役を務める「タジマモーターコーポレーション」では、レーシ
ングカーの開発・製造で培った技術を基に、大手メーカーの試作車や先行開発車の企
画・開発・製造を行なっている。また、輸入車を中心に正規自動車ディーラーも多店舗
展開するなど実業界でも活躍。電気自動車普及協議会の設立に尽力し、設立時には、 
EVコンバージョン委員会委員長を兼任。EVコンバージョンガイドラインの策定を進めた。
２０１１年３月には、代表幹事に就任。超小型モビリティ委員会 委員長も兼任し、現在に至る。

田嶋 伸博
電気自動車普及協議会　代表幹事



１９９３年　(株)日本交通公社入社、団体旅行新宿支店配属後、１７年間、企業営業を担務
（社員旅行、報奨旅行、視察旅行、イベント、販売促進　等）、２００９年にエコポイント事業の
ＪＴＢ内の総責任者として、事業展開を行う。
２０１１年　(株)ＪＴＢ法人東京　マーケティング部に配属、環境マーケットにおける国策に
連動した、新たな事業領域の拡大と地域貢献（活性）を創造するプロデューサーに着任。
２０１１年１２月に(株)日本ユニシスと協業で、ＥＶ・ＰＨＶユーザー向けの充電課金認証会員
サービス事業を起ち上げ、普通充電器（目的地充電網）の販売・設置事業を開始。
２０１２年１０月１５日より会員サービス事業も開始する。
同時に、ＥＶ・ＰＨＶを活用した、ＥＶモビリティ観光活性事業も展開。
環境省の地球温暖化対策事業（技術開発事業）で、鎌倉でのＥＶバイクのバッテリーシェアリ
ング実証事業、地域における市場メカニズムを活用した取組モデル事業で、観光アプリを活用
した京都クレジットの流通メカニズム構築実証事業なども手掛ける。

黒岩 隆之
株式会社ＪＴＢコーポレートセールス 環境マーケットプロデューサー



1956年生れ。
1981年、本田技研工業入社。量産エンジン、Ｆ－１等のシステム開発を担当。
1994年、電動パワープラント研究部門マネージャ就任ＥＶ、ＨＥＶシステム開発に従事。
2005年、上席研究員就任、電動車両等将来技術研究を担当。

木内 健雄
株式会社本田技術研究所 ＭＥＶ研究室 上席研究員



1985年　東京急行電鉄入社、自由が丘駅員、大井町線車掌を経験。
現在、都市開発事業本部企画開発部統括部長。
東急沿線のマーケティング、街ブランディング、開発の仕掛け、仕込みを担当。

東浦 亮典
東京急行電鉄株式会社 都市開発事業本部　企画開発部長



1989年株式会社リクルート入社、リクルートリサーチでのマーケティングリサーチ、結婚情報
誌「ゼクシィ」のマーケティング担当を経て、2005年より現職。消費者視点での調査研究をも
とに、ストック型社会の実現にむけた住宅産業の在り方について執筆、講演など提言活動に従事。

島原 万丈
株式会社リクルート住まいカンパニー 住まい研究所　主任研究員



成長戦略やエネルギー・環境政策を担当。エコカー減税・補助金、超小型モビリティなどエコ
カーを活用した新たなまちづくり、省エネ技術や制度・政策の海外輸出など。

国土交通省 自動車局 環境政策課 自動車使用適正化対策官

星 明彦



１９７８年４月岩槻市役所に入庁し、再開発等のまちづくりや商工振興を担当。
２００５年４月さいたま市合併後は、経済畑を中心に観光振興、中小企業支援、企業誘致を 
担当し、２０１１年４月より現職。

さいたま市経済局経済部産業展開推進課　課長

染井 洋二



慶応義塾大学文学部人間関係学科卒
東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻（まちづくり大学院）在籍

環境省・環境対応車普及方策検討会委員
名古屋大学招聘教員

メーカー・シンクタンク・外資系エージェンシーなどを経て、博報堂入社。
マーケティング部門にて、担当得意先の事業戦略・新商品開発・コミュニケーション戦略等の
ソリューション業務やソーシャルテーマ型ビジネス開発に携わる。広告・宣伝・販売促進など
のコミュニケーション領域を核に、コンサルティング・マーケティング領域からクリエイティブ
領域までの幅広い職務を、クライアント・広告会社双方にて、グローバルで経験し現在に至る。

深谷 信介
株式会社博報堂 次世代電動生活ラボ



日経ビジネス記者を経て、ecomom（エコマム）プロデューサー。
環境意識の高いママ向けに、直送する無料の雑誌＆ウェブで生活情報を発信。エネルギーや
クルマ事情にも関心の高い読者との双方向のコミュニケーションが特徴。
2月には、国土交通省主催の超小型モビリティ～首都圏郊外まちづくりにおけるモニターイベ
ントに協力し、読者7家族をモニターに選出した。

久川 桃子
日経 BP 社 ecomom プロデューサー



スイス留学時に、鉄道・バス・トラム・フェリーの乗り放題ができ、バリアフリーに基づくモビリ
ティサービスに触れる。また、姉の入所施設のあり方に疑問を感じ、欧州と日本の重症心身障
害者施設のQOLについて卒業論文を書いて以来、日本国内のQOLについて興味を持ち始め
る。2012年よりLIGARE編集長として、モビリティ（人流と物流）分野から、まちが抱える諸問
題の解決策の追求と新たな価値創出に向け、国内外のメーカー、行政、サービス、市民活動を
取材。2013年より西宮市都市交通計画委員を務める。

モットーは"Let's make  every day a little happiness"。

楠田 悦子
モビリティビジネス情報誌「LIGARE」編集長・海外取材担当



Mobility & Quality of Life
「移動」のイノベーションがQOLを向上させる

～移動が “ 身近に、楽しく、オシャレ ” に～
人の移動分野は、医療分野と並ぶ成長分野に位置づけられています。私たちはビジネス情
報誌「LIGARE」やセミナーを通じ、セクターや業種を超えて人と人を結び、新たなイノベー
ションが常に沸き起こるために必要な情報と場の提供を行います。
持続的な価値の創出がスパイラル的に起こり、Quality of Life の向上につながり、成熟し
た社会のライフスタイルの実現を目指しています。

ひと・まち・モビリティ リガーレ



最近の主な活動　〜モビリティとライフスタイルの未来をデザインする〜
・LIGARE ビジネスセミナーの開催（2012 年 9 月～）
・関西 EVイノベーションネットワーク会議の開催（2011 年 11 月～）
・超小型ＥＶ研究会の開催（2012 年９月～）
・ファッションと関係づけ、女性目線でクルマをデザインするとどうなる？！（2012 年 10 月～）

最近の主な記事　〜海外・国内のモビリティ関連情報をいち早く〜
Car2go　現地取材・COO 単独インタビュー、スイスモビリティ、EV 台湾、EDV01、特集選ばれるタクシー
を目指して（スマートタクシー、全国タクシー配車、ヘイロー・ネットワーク・ジャパン）、オートリブ現地取材・
ボロレ社単独取材、ジュネーブショー（EV 特集）、WP29、Times 24×BMW 対談、超小型 EV 特集、
トヨタエコフルタウン、特集沖縄 EV 革命、ホンダ 埼玉県の水素システム実証実験、JTB 観光 ×EV× 充
電インフラ、パリモーターショー（モビリティの潮流）、欧州の小型 EV 特集（L6e、L7e）、富山のモビリ
ティ革命、モビリティサービスプラットmoovel、横浜市・日産の超小型モビリティ実証実験、オートリブ
開始から１年、スティグマを感じさせないデザイン、イノラボ ×AZAPA　ソーシャルシティなど。（順不同）

ひと・まち・モビリティ リガーレ

・若者のクルマ離れは果たして本当か？（2012 年 6 月～）
・バスの未来を考える会（2012 年 7 月～）
・乗りたくなるタクシーとは？（市場調査）（2011 年 10 月）



モビリティサービス専門誌
LIGARE（リガーレ）

読者プロフィール：
30代〜50代の経営・管理職層が中心、自動車関連産業以外の読者も増加中。

１．官公庁・地方自治体と関連企業など
2．自動車産業を中心とした次世代自動車の開発と関連企業
　・ビジネス、電気自動車メーカーとそのパーツメーカー
　・ITSとICT関連、 住宅メーカー、ショッピングセンター
　・モビリティマネジメント、システム開発関連、カーシェアリング、情報インフラ、都市計画、コンサル企業など

販売ルート
直売：自動車新聞社オンラインショップ（自社ECサイト） ／ 代理店：富士山マガジンサービス

毎月10日、月一回発行。A4変形カラー、約80ページ。

backnumber



フランス首都パリをあげてのカーシェアリング
「Autolib'」開始から１年

2011 年 12 月 5 日の EV カーシェアリング
サービス「Autolib’( オートリブ )」開始１年
を迎え、再び注目が集まっている。
「Autolib’( オートリブ ) ＝ automobile( 自

動 車 ) ＋ libre（ 自由 ）」 は、2007 年 7 月
17 日にサービスを開始した自転車シェアリ
ング「Vélib’( ヴェリブ )」に次ぐ、パリ市の
Delanoë（ドラノエ）市長の新たな交通施
策だ。首都圏にあたる、パリ市を含むイル・
ド・フランス地域の 46 自治体で事業組合
Syndicat mixte Autolib’ を作り、12 年の
契約で Le groupe Bolloré（ボロレグループ）
に委託された。

ボロレグループは、自社開発のリチウム・
メタルポリマー二次電池を搭載し、イタリア
最大のカロッツェリアの Pininfarina（ピニン
ファリナ）と開発した 100％ EV「Bluecar（ブ
ルーカー）」を使用したOne Way 型のカーシェ
アリングシステムを用い、契約期間内に黒字
に持ち込むことを約束している。

新たに自動車業界に参入してきたボロレグ
ループは、どのようなビジネスモデルを考えて
いるのか、採算はとれているのかなど、関心
が寄せられている。「LIGARE May 2012」
や「別冊 LIGARE オートリブ」では、2012
年 3 月時点の会員数やステーション数を紹
介しながらシステムを紹介した。「LIGARE 
Feb. 2013」では、2011 年 12 月 5 日開始か
らの会員数や利用者数の伸びを、次号では
EVメーカーであり、かつ運営会社であるボロ
レ社に着目し、これらの疑問点について迫る。

Autolib' After 1 Year.
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多種多様なアクティビティをかなえる

ottobock 社の「Paragolfer」はゴルフ向けの電動車椅子
だ。座る姿勢と立ち姿勢を電動で切り替えられ、バンカーや芝
生でも安定した走行が出来るような製品仕様になっている。同
社製品紹介のサイトを見ると、同製品を使用したアーチェリー、
ライフル、フィッシングなど
のシーンも掲載されている
が、改めて “ 立ち姿勢 ”
になることによるアクティビ
ティの拡がりを私たちに気
づかせてくれる。こうした
自由闊達にアクティビティ
を楽しむ姿は、使用者だ
けでなく見るものさえ、と
てもポジティブな気持ちに
させてくれる。

また同社の４輪駆動のアウトドアモ
ビリティ「SuperFour」は、雪道、砂浜、
浜辺など様々な路面状況での移動を
実現する。障がいあるなしに関わらず、
そして高齢でなくとも乗ってみたくなる
ではないか。

日本でも高齢者が「歩行補助車」
を使うシーンをよく見かけるようになっ

た。欧州ではアウトドア仕様のもの
がリリースされているのをご存知だろ
うか？ TRIONIC 社の歩行補助車シ
リーズ「Veloped」には、ハンティン
グ用、ゴルフ向けなど多種多様なアウ
トドアが楽しめるようなラインナップが
用意されている。

TRIONIC社「Veloped」

ottobock社
「Superfour」

スティグマを 
感じさせない
デザイン
連載シリーズ 第2回

福祉用品や介護用品の多くは ADL（Activ
ities of Daily Living ＝日常生活動作 )と呼
ばれる食事、排泄、整容、移動、入浴等の
基本的な行動を支えるものだ。ただ私たちの
生活は、こうした日常的なものに留まらず、ス
ポーツや旅行など、非日常的なものも楽しんで
こそ豊かなものとなりうる。QOL（Quality of 
Life ＝生活の質）を向上させるには、こうし
た要素も入れこむ必要がある。

欧州における福祉用具や介護用具は、ADL
向上にむけたものに加えて、QOL 向上にむけ
た非日常生活におけるものも非常に多い。そ
うした用具たちは、通常の福祉用具や介護用
具を使う時に感じる “ スティグマ（不名誉な烙
印）” がないばかりか、使用者を大きくポジティ
ブな気持ちにさせてくれる。
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スティグマを感じさせないデザイン

レンタカーより短時間の使用を想定し、会員
間での車両の共同利用をするカーシェアリング
は、IT や車載器の進化により日本でも成長が
著しい。しかし、自動車メーカーやその販売店
にとって、販売台数を落とす脅威になるとの見
方が依然として強く、日本国内の自動車メーカー
各社は慎重な姿勢を見せている。

一方で、カーシェアリングのシステム開発と
運営を行う子会社を作り、行政と連携し、世
界各国の主要都市でカーシェアリングを大々的
に展開している自動車メーカーが既にある。そ
れはダイムラーだ。

日本国内ではカーシェアリングが盛り上がり
を見せるものの、一方で収益面の確保が難し
く、撤退する企業も相次ぎ、自然淘汰される
かたちで数社が残った。

ダイムラーが考えるビジネスモデルとこれから
の自動車メーカーは、自らの社会的プレゼンス
に対し、どのようなアプローチを考えているの
だろうか。ダイムラーのカーシェアリングを開発
運営する car2go（カーツーゴー）の Rainer 
Becker （ライナー ベッカー）COO に聞いた。

「若者の車離れ問題」と
「Individual Mobility」

―日本人にとって、なぜ自動車メーカーであ
るダイムラーがカーシェアリングに本腰をいれた
のか理解し難いのですが、なぜなのでしょうか？

ベッカー氏：自動車メーカーであるわれわれ
の課題は、より多くの自動車を販売することに間違いありませ
ん。われわれがカーシェアリング事業に至った主な理由は 2
つあります。

1 つ目は、日本を含め、欧米の自動車業界が抱える若者
の車離れという問題です。私が若かった頃は、18 歳になれ
ば、なんら違和感を感じることなく免許証を取得し、新車を
購入するということが当たり前で、文化として組み込まれて
いました。しかし、現在、若者はクルマに興味を示さなくなっ

てきており、自動車文化が大きく変化しています。
2 つ目は、ダイムラーではかつて「未来のまちでは、人は

どのように動くのか」ということについて研究を行ったことが
ありました。その結果、これからは “Individual Mobility”
や “Future City Mobility”というニーズが高まってくるとい
うことが見えてきました。

2007 年に新しいビジネスフィールドを開拓するための部
署を作りました。その部署を立ち上げた理由は、自社の新

たな収益モデルを考えることでした。その考え
方やアイディアは、これまでのようにより多くの
自動車を販売することではなく、126 年間培っ
た自動車開発の技術力などを、いかに結集さ
せ、さらに高いものにするかという観点でした。

結果、先程申し上げた「若者の車離れ問題」
と「Individual Mobility」の重要性の高まり
の 2 点から、カ―シェアリング「car2go（カー
ツーゴー）」に行き着いたのです。

これまで、カーシェアリングは柔軟性にかけ、
不便なものでした。しかし、現在、車載機の
向上などにより、問題点が解消され、公共政
策としても注目が高まっています。

Spontaneous（思いついた時に） 
Simple（簡単に） 
Transparent（明快な料金で）

―他のカーシェアリングとcar2go はどのような点が異
なるのでしょうか？

ベッカー氏：これまでにも多くの事業者がカーシェアリン
グを運営してきました。しかし、人口に対して、会員数が伸
び悩んでいることが問題点として挙げられています。アメリカ
やヨーロッパなどの大都市でカーシェアリングを展開してい
る会社でさえ、人口に対して会員数が少ない状況です。

―これまでのカーシェアリングの形式で、会員数が伸び
ない理由は、何でしょうか？

ベッカー氏：借りるには事前登録をしないといけない手
間や、いつ誰が車両を戻し、いつ乗れるか分からず、使い
にくく、自分の行動が制限されてしまいます。

また、車両は借りた場所に戻さないといけません。わざわ
ざ来た道を戻らないといけない手間があります。

たとえ、返却時間の予定が立っていなくても、借りる時に
返却時間を設定しなければなりません。そのため、車両を
戻すことに対して、かなり気を使わなければなりません。

使用料意外に距離別料金、保険金などが発生するため、
利用者は複雑な料金計算を強いられます。

以上のような「借りる手間」「返す手間」「返却時間を気
にする手間」「料金を考える手間」以上のような手間を省
いたサービスの提供を追究したのが car2go です。つまり、
Spontaneous「思いついた時に、予約なしにすぐ使え」、
Simple「使い方も簡単で、エリア内では乗捨てが可能」で、
Transparent「価格設定も1 分単位からで分かりやすい」
といったコンセプトです。このように、指定するcar2go のエ
リア内では、どこでも乗捨てが可能なカーシェアリングの形
式を、われわれは「Free Floating(フリーフローティング )」
と呼んでいます。これは “ 予約要らず、時間を気にせず、い
つでも、どこでも” を追究したシステムです。car2go を通し
て、人々の生活がより柔軟になることを実現したいと考えて
います。

電気自動車の投入

また、予約が要らず、時間を気にせず、いつでもどこでも
を実現した car2go の仕組みを、電気自動車を使ってさら
に展開したいと考えています。2011 年 11 月からオランダ
の Amsterdam（アムステルダム）とアメリカの San Diego

（サンディエゴ）で各 300 台、2012 年 11 月にドイツの
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ダイムラーが考える 『New Mobility Concept』とは？

特集 ｜ Individual Mobility

8 9Jan. 2013 Jan. 2013
42 43Aug. 2013 Aug. 2012

  【
特
集
】 

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
急
激
な
動
き

対談:タイムズ２４とBMW 
「カーシェアの可能性は？」

国内の新車販売台数が伸び悩んでいるのに
対し、急成長しているカーシェアリング市場。
今後もその規模は着実に拡大し続けると予想さ
れる。
マイカーを所有しない人が増える中、潜在
的な購買層の掘り起こしに取り組んでいるカー

シェアリング最大手のパーク２４グループのタ
イムズ２４株式会の内津基治氏（事業企画本
部東日本タイムズプラス推進部部長）とビー・
エム・ダブリュー株式会社の佐藤晋介氏（営
業ディビジョン　ダイレクト・セールス・マネ
ジャー）に話を聞いた。

ビー・エム・ダブリュー 
株式会社
佐藤晋介氏

（営業ディビジョン　ダイ
レクト・セールス・マネー
ジャー）

パーク24グループ
タイムズ24株式会社
内津基治氏

（事業企画本部東日本 
タイムズプラス推進部 
部長）
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